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【目的】ヒト顎下腺唾 石 症 に おける終末部細胞 の 変化に

つ い て組織化学的に検討を加 える ため 、 内因性 ペ ル オ

キ シダーゼ（PO）活性 を用 い て 電 子顕微鏡 に より観 察 し

た 。

【方法】愛知学院大学歯学部 口 腔 外科 第
一

を受診 した

顎 下腺 唾石 症患者より術中摘出 した 顎 下腺を 2％ pFA
−

2％ GA （リン 酸緩衝液）を使い 60 分 の 固定を行っ た。固

定 後 PO 活 性 の 検 出 は DAB 反 応 液 （0．1％

3，3
’一’diaminobenzidine−4HCI 塩、　O．Ol％ H202、リン酸緩

衝液）で 37℃、60 分浸漬した。

【結果、考察】顎下腺 唾石症 の 病 理組 織学的変化 として

は 、導管の 変性 、 終末部腺房細胞 の 萎縮、消失、炎 症

性細胞 浸潤 、 線維組織 による置換など が あげられる。

我 々 も第 36 回臨床電 子 顕微鏡学会 、 日本解剖 学会 第

62 回 中部支部学術集会に て 小導管様 の 細胞集団を認

め て い るが、これ らの 細胞 は 電顕的に PO 活性陽性と同

定される細胞が
一

部存在す るもの の PO 活性が著しく低

下、消失して い る粘液様 細胞 、また粘液細胞 の 顆粒 が

少数の 細胞やそれぞれ の 移行形 と思われる細胞 も確認

され た 。 したがっ て 唾 石 症 に お い て PO 活性 陽性 の 終末

部細胞 は粘液様 細胞を経て 小導管様 の 細胞 に変化 す

ることが示唆された 。 さらに他 の 唾石 症患者の 顎下腺で

は 、小葉内 の 組織 の 脂 肪変化は強く、
一

部 に の み終 末

部が変性 、萎縮したと思われる小 導管様 の 細胞集団が

観察され 、また、それらの 細胞 質が ほ とん どミトコ ン ドリア

で 占められ 、oncocytoma と思われる小導管様 の 細胞集

団も観察された。顎下腺に 於 ける腺実 質の 脂 肪化は、

唾石症に伴っ て お こる場合、先ず加 齢的変化として 生 じ

るこ とが考え られるが、高度の顎下腺の脂肪化を併発し

た顎 下腺唾石症に つ い て は 平野 らの 報告があるの み で

あり、さらに oncocytoma を併発した本症例は 非常に稀な

もの と考えられる。

【目的】
一
般に 外分泌腺 で は、介在部に相 当する細胞

が組織幹細胞 として 機能 するらしい と言われ て い るが、

明確な検証は され て い ない 。本研 究は、耳下腺の 介在

部導管細胞 に幹細胞 として の 機能 が あるか 否 か を検討

するため、イソプ ロ テ レ ノ
ー

ル （IPR）の 反復投与 下の ラッ ト

耳 下腺 に お い て、細胞 増殖 の 動態を調査した。

【方 法】雌 ウイス タ
ー

ラッ トに IPR （2mg ／100gBW ）を 12

時間間隔 で 5 日 間、腹腔内に反復投与した。そ の 間、1

日 から 5 日まで の ラッ トにつ い て 、ザン ボー
二 固定液で

灌流固定後 、パ ラフ ィ ン 包埋 して薄切 した。標本に は 、

増殖細胞 の 指標 として頻用 され て い る Ki−67（MIB−5、
DAKO ）抗体を用 い た免疫組織化学の 処 理 をほ どこした 。

Ki−67 陽性 の 腺房細胞、小葉内導管細胞、介在部導管

細 胞をそれぞれ カ ウン トして 、定量 的に 比 較した。導管

系 の 細胞を明瞭に示 すため 、抗 HGF （H −55、　IBL）抗体

に よる 染色も試 み た。

【結果および考察】 Ki−67 は GO 期以外 の 細胞核に陽

性を示 し、腫瘍の増殖 マ
ー

カ
ー

として 頻 用 されて い る。

腺房細胞 お よび介在部導管細胞 の K レ67 標識率は、0

日で は 0．7％、 3 日 目で それぞれ 62％、20％とピー
クを示 し、

4 日 目以降で は 22％、8．9％で あっ た。導管細胞で は、0 日

が 0．2％
、
3 日が L3 ％で あり、4 日以降で は 0．4％と、変動 が

極めて 軽微で あっ た。0 日と 5 日目に つ い て、腺房細胞

に 対する介在部導管細胞 の 占め る細胞 数を比較すると、
16 ％ と19 ％で あっ た。こ の 間、腺房細胞 の 体積は 2倍

以 上に増加して い た ことに 照らして考えると、介在部 導

管 の 細胞数 の 増加は微小だ っ たとい える 。 以上 の 結果

により、IPR による分泌刺激下 で は、腺房細胞ばかりで は

なく介在部も増殖 するが 、分裂した介在部細胞 は腺房

細胞 へ 分化してい くもの と推定された。本研究に より、耳

下腺介在部細胞が組織 幹細胞 となりうるこ とが検証 され

た。
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